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学生交流プログラム
がくせいこうりゅうがくせいこうりゅう

　NECTJ学
がく

生
せい

交
こう

流
りゅう

プログラムは、米
べい

国
こく

の

学
がく

生
せい

に対
たい

して日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の向
こう

上
じょう

を目
め

指
ざ

し活
かつ

動
どう

するNPO団
だん

体
たい

（米
べい

国
こく

北
ほく

東
とう

部
ぶ

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

会
かい

）が日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ学
がく

生
せい

たちを連
つ

れて日
に

本
ほん

を訪
ほう

問
もん

し、市
し

民
みん

との交
こう

流
りゅう

や日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶ

ことを目
もく

的
てき

とする事
じ

業
ぎょう

である。今
こん

年
ねん

度
ど

は女
じょ

子
し

高
こう

校
こう

生
せい

３名
めい

と日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

（米
べい

国
こく

在
ざい

住
じゅう

日
に

本
ほん

人
じん

）１名
めい

が都
と

内
ない

見
けん

学
がく

の後
あと

、４月
がつ

22日
にち

から29

日
にち

まで市
いち

原
はら

市
し

を訪
おとず

れた。学
がく

生
せい

たちを引
いん

率
そつ

す

る先
せん

生
せい

が市
いち

原
はら

市
し

牛
うし

久
く

のご出
しゅっ

身
しん

ということか

らIIAとの縁
えん

が生
う

まれ、過
か

去
こ

数
すう

回
かい

学
がく

生
せい

たち

の受
う

け入
い

れに協
きょう

力
りょく

、今
こん

年
ねん

度
ど

より正
せい

式
しき

にIIA

の事
じ

業
ぎょう

として実
じっ

施
し

することになった。

　訪
ほう

問
もん

初
しょ

日
にち

は生
あい

憎
にく

の空
そら

模
も

様
よう

であったが、早
さっ

速
そく

IIAスタッフの車
くるま

で大
おお

多
た

喜
き

城
じょう

や笠
かさ

森
もり

観
かん

音
のん

へ向
む

かった。滞
たい

在
ざい

中
ちゅう

は、武
ぶ

道
どう

場
じょう

での薙
なぎ

刀
なた

・

合
あい

気
き

道
どう

・弓
きゅう

道
どう

見
けん

学
がく

、着
き

物
もの

着
き

付
つ

けや茶
さ

道
どう

、歴
れき

史
し

博
はく

物
ぶつ

館
かん

見
けん

学
がく

や勾
まが

玉
たま

作
づく

りなど日
に

本
ほん

ならでは

の文
ぶん

化
か

を見
けん

学
がく

し体
たい

験
けん

、さらに学
がっ

校
こう

訪
ほう

問
もん

など

盛
も

りだくさんのスケジュールとなった。

　学
がっ

校
こう

訪
ほう

問
もん

では千
ち

葉
ば

県
けん

立
りつ

市
いち

原
はら

八
や

幡
わた

高
こう

校
こう

の先
せん

生
せい

方
がた

にご協
きょう

力
りょく

いただき、英
えい

語
ご

や書
しょ

道
どう

の授
じゅ

業
ぎょう

に参
さん

加
か

し学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を経
けい

験
けん

した。授
じゅ

業
ぎょう

では、

八
や

幡
わた

高
こう

校
こう

の学
がく

生
せい

から英
えい

語
ご

による質
しつ

問
もん

が用
よう

意
い

され、英
えい

語
ご

での受
う

け答
こた

えが行
い

き交
か

ってい

た。国
くに

、民
みん

族
ぞく

、文
ぶん

化
か

の違
ちが

いを超
こ

えて学
がく

生
せい

同
どう

士
し

が交
こう

流
りゅう

し盛
も

り上
あ

がる姿
すがた

、こうした光
こう

景
けい

こ

そが交
こう

流
りゅう

プログラムの意
い

義
ぎ

と言
い

えるであろ

う。この度
たび

は女
じょ

子
し

高
こう

校
こう

生
せい

３名
めい

の来
らい

日
にち

と聞
き

き、

着
き

物
もの

着
き

付
つ

けや茶
さ

道
どう

も計
けい

画
かく

に入
い

れた。色
いろ

とり

どりの着
き

物
もの

を着
き

て帯
おび

も結
むす

び鏡
かがみ

に映
うつ

る姿
すがた

に大
おお

喜
よろこ

びし早
さっ

速
そく

写
しゃ

真
しん

に収
おさ

めていた。「茶
さ

道
どう

」は

木
き

々
ぎ

に囲
かこ

まれ茶
ちゃ

室
しつ

を備
そな

えた古
こ

民
みん

家
か

での本
ほん

格
かく

的
てき

な体
たい

験
けん

である。３人
にん

の学
がく

生
せい

には、お茶
ちゃ

の

点
た

て方
かた

、飲
の

み方
かた

まで教
おし

えていただき、亭
てい

主
しゅ

の優
やさ

しいお気
き

遣
づか

いに感
かん

謝
しゃ

した。ただ、３人
にん

の学
がく

生
せい

だけでなく我
われ

々
われ

スタッフも正
せい

座
ざ

が苦
にが

手
て

。学
がく

生
せい

たちに用
よう

意
い

された３脚
きゃく

の椅
い

子
す

では

足
た

りず、静
せい

粛
しゅく

な茶
ちゃ

室
しつ

での御
お

手
て

前
まえ

が少
しょう

々
しょう

可
お

笑
か

しな展
てん

開
かい

となってしまった。

　市
し

長
ちょう

表
ひょう

敬
けい

訪
ほう

問
もん

では、学
がく

生
せい

たちに緊
きん

張
ちょう

の様
よう

子
す

が窺
うかが

われたが、市
し

長
ちょう

のジョークを交
まじ

えた

お答
こた

えに次
し

第
だい

に緊
きん

張
ちょう

がほぐれ、次
つぎ

々
つぎ

に市
し

長
ちょう

への質
しつ

問
もん

が出
で

ていた。ホームスティでは、

３家
か

庭
てい

のご協
きょう

力
りょく

のもと日
に

本
ほん

の家
か

庭
てい

生
せい

活
かつ

を経
けい

験
けん

しホストファミリーとの交
こう

流
りゅう

を楽
たの

しんだ。

　市
いち

原
はら

市
し

主
しゅ

催
さい

の姉
し

妹
まい

都
と

市
し

交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

は30年
ねん

を

超
こ

えIIAも関
かか

わってきたが、「NECTJ学
がく

生
せい

交
こう

流
りゅう

プログラム」はIIA独
どく

自
じ

での海
かい

外
がい

交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

として今
こん

年
ねん

度
ど

より一
いっ

歩
ぽ

を踏
ふ

み出
だ

した。

米
べい

国
こく

の学
がく

生
せい

受
う

け入
い

れに始
はじ

まった事
じ

業
ぎょう

である

が、将
しょう

来
らい

、日
に

本
ほん

からも学
がく

生
せい

の派
は

遣
けん

が出
で

来
き

る

日
ひ

が来
く

ることを願
ねが

っている。
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　2023年
ねん

５月
がつ

に市
いち

原
はら

中
ちゅう

央
おう

ロータリークラ

ブ（以
い

下
か

市
いち

原
はら

中
ちゅう

央
おう

クラブ）のメンバーと

行
い

ったベトナム旅
たび

から半
はん

年
とし

以
い

上
じょう

が経
た

ちま

したが、あの時
とき

の特
とく

別
べつ

な思
おも

いは今
いま

でも私
わたし

の心
こころ

に鮮
せん

明
めい

に残
のこ

っています。

　私
わたし

はベトナム出
しゅっ

身
しん

のタ・ティ・トゥ・

ハン、現
げん

在
ざい

、千
ち

葉
ば

にある敬
けい

愛
あい

大
だい

学
がく

４年
ねん

生
せい

です。私
わたし

はロータリー米
よね

山
やま

記
き

念
ねん

奨
しょう

学
がく

生
せい

と

して、市
いち

原
はら

中
ちゅう

央
おう

クラブのメンバーととも

に２年
ねん

間
かん

活
かつ

動
どう

していました。現
げん

在
ざい

まで、

市
いち

原
はら

中
ちゅう

央
おう

クラブは様
さま

々
ざま

な有
ゆう

意
い

義
ぎ

なボラン

ティア活
かつ

動
どう

を行
おこな

っていました。その一
ひと

つ

は、ロータリーの地
ち

区
く

補
ほ

助
じょ

金
きん

でベトナム

のクアンナム省
しょう

の二
ふた

つの学
がっ

校
こう

に18台
だい

のパ

ソコンを寄
き

贈
ぞう

するプログラムです。この

プログラムの成
せい

功
こう

は、両
りょう

国
こく

の２つのロー

タリークラブ、市
いち

原
はら

中
ちゅう

央
おう

クラブ（日
に

本
ほん

）

とダナンクラブ（ベトナム）、およびそ

の他
ほか

の多
おお

くの団
だん

体
たい

の連
れん

携
けい

の成
せい

果
か

でした。

特
とく

に今
こん

回
かい

の成
せい

功
こう

には、私
わたし

の先
せん

輩
ぱい

である元
もと

奨
しょう

学
がく

生
せい

のファム・ティ・フォンさんの尽
じん

力
りょく

を抜
ぬ

きに語
かた

ることはできません。この

有
ゆう

意
い

義
ぎ

なプログラムの成
せい

功
こう

を受
う

けて、市
いち

原
はら

中
ちゅう

央
おう

ロータリークラブのベトナム訪
ほう

問
もん

が決
けっ

定
てい

し、幸
こう

運
うん

にも私
わたし

も参
さん

加
か

することが

決
き

まりました。今
こん

回
かい

の３泊
ぱく

４日
か

の旅
たび

は、

両
りょう

国
こく

のロータリークラブ間
かん

の友
ゆう

好
こう

と協
きょう

力
りょく

をさらに発
はっ

展
てん

させることを主
おも

な目
もく

的
てき

とし

ました。両
りょう

クラブは文
ぶん

化
か

を交
こう

換
かん

する機
き

会
かい

を持
も

ち、両
りょう

クラブが追
つい

求
きゅう

する良
よ

い目
もく

的
てき

と

理
り

想
そう

をより深
ふか

く理
り

解
かい

し、それを基
き

礎
そ

とし

て将
しょう

来
らい

の慈
じ

善
ぜん

プロジェクトを継
けい

続
ぞく

的
てき

に実
じっ

施
し

したいと考
かんが

えていました。

　６年
ねん

間
かん

の日
に

本
ほん

での留
りゅう

学
がく

を経
へ

て習
しゅう

得
とく

した

外
がい

国
こく

語
ご

スキルのおかげで、私
わたし

は懸
か

け橋
はし

と

して通
つう

訳
やく

サポートを務
つと

めました。さらに、

２つのクラブのメンバーに日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

とベ

トナム文
ぶん

化
か

について紹
しょう

介
かい

する機
き

会
かい

も得
え

ま

した。

　言
こと

葉
ば

の壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えて、二
ふた

つのクラブ

はお互
たが

いの国
くに

の文
ぶん

化
か

と人
ひと

に深
ふか

い印
いん

象
しょう

を残
のこ

してきました。この旅
たび

が、もう終
お

わりま

したが、多
おお

くのチャンスが開
ひら

かれている

と、私
わたし

は信
しん

じています。ベトナムと日
に

本
ほん

の友
ゆう

好
こう

関
かん

係
けい

を築
きず

くチャンス、将
しょう

来
らい

の慈
じ

善
ぜん

プロジェクトが成
せい

功
こう

できるチャンス、そ

して私
わたし

はこれからも、それらのチャンス

を実
じつ

現
げん

する架
か

け橋
はし

であり続
つづ

けたいと思
おも

っ

ています。

　日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

部
ぶ

会
かい

は「百
ひゃく

年
ねん

後
ご

芸
げい

術
じゅつ

祭
さい

　内
うち

房
ぼう

総
そう

アートフェス」の開
かい

催
さい

に合
あ

わせ市
いち

原
はら

湖
こ

畔
はん

美
び

術
じゅつ

館
かん

にて芸
げい

術
じゅつ

鑑
かん

賞
しょう

、湖
こ

畔
はん

のマル

シェ見
けん

学
がく

、いちはらクオードの森
もり

にて昼
ちゅう

食
しょく

、ピクニックを行
おこな

いました。当
とう

日
じつ

は市
し

役
やく

所
しょ

駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

からスタートし、八
や

幡
わた

公
こう

民
みん

館
かん

、

五
ご

井
い

駅
えき

西
にし

口
ぐち

、姉
あね

崎
さき

公
こう

民
みん

館
かん

、南
なん

総
そう

公
こう

民
みん

館
かん

か

ら乗
じょう

車
しゃ

し、合
あ

わせて39名
めい

の方
かた

に参
さん

加
か

を頂
いただ

き、40名
めい

定
てい

員
いん

のバスはほぼ満
まん

席
せき

となりま

した。当
とう

日
じつ

は降
こう

水
すい

確
かく

率
りつ

60％ながら、帰
かえ

り

道
みち

に雨
あめ

が降
ふ

る程
てい

度
ど

で天
てん

気
き

にも恵
めぐ

まれまし

た。

　研
けん

修
しゅう

目
もく

的
てき

は主
おも

に美
び

術
じゅつ

館
かん

の企
き

画
かく

展
てん

である

「ICHIHARA×ART×CONNECTIONS-

交
こう

差
さ

する世
せ

界
かい

とわたし」にてベトナム・

フィリピン・中
ちゅう

国
ごく

・韓
かん

国
こく

の方
かた

の作
さく

品
ひん

を見
けん

学
がく

する事
こと

と、ベトナム・フィリピンの方
かた

の作
さく

品
ひん

制
せい

作
さく

に携
たずさ

わったワークショップを

実
じっ

際
さい

に見
み

る事
こと

でした。美
び

術
じゅつ

館
かん

内
ない

のモニ

ターには日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

で行
おこな

われた衣
い

服
ふく

を縫
ぬ

い付
つ

ける様
よう

子
す

も放
ほう

映
えい

されました。学
がく

芸
げい

員
いん

の方
かた

に質
しつ

問
もん

したり熱
ねっ

心
しん

に美
び

術
じゅつ

の解
かい

説
せつ

を聞
き

いている方
かた

もいたり、身
か ら だ

体にまとって着
き

ることが出
で

来
き

るペットボトルで出
で

来
き

た芸
げい

術
じゅつ

作
さく

品
ひん

には子
こ

どもたちも興
きょう

味
み

津
しん

々
しん

で着
き

て

いました。総
そう

じて作
さく

品
ひん

を通
つう

じ市
いち

原
はら

と多
た

文
ぶん

化
か

のつながりを見
み

る事
こと

が出
で

来
き

ました。

　美
び

術
じゅつ

鑑
かん

賞
しょう

後
ご

は美
び

術
じゅつ

館
かん

の敷
しき

地
ち

内
ない

で行
おこな

われ

ていた湖
こ

畔
はん

のマルシェに足
あし

を運
はこ

び、屋
や

台
たい

で軽
かる

めの飲
いん

食
しょく

物
ぶつ

などを購
こう

入
にゅう

してレジャー

シートを広
ひろ

げてゆっくり過
す

ごしました。

　次
つぎ

にいちはらクオードの森
もり

に向
む

かい、

楽
たの

しみにしていた桜
さくら

はまだ咲
さ

いておりま

せんでしたが、道
どう

中
ちゅう

バス車
しゃ

内
ない

から見
み

える

菜
な

の花
はな

畑
ばたけ

とレトロな小
こ

湊
みなと

鉄
てつ

道
どう

の駅
えき

舎
しゃ

を楽
たの

しみ、気
き

分
ぶん

も高
こう

揚
よう

しました。遅
おそ

めの昼
ちゅう

食
しょく

をとり、敷
しき

地
ち

内
ない

を皆
みな

さんと一
いっ

緒
しょ

に歩
ある

きま

した。

　余
よ

裕
ゆう

を持
も

った行
こう

程
てい

でゆっくり巡
めぐ

る事
こと

が

出
で

来
き

、一
いち

日
にち

を通
つう

じて高
たか

滝
たき

湖
こ

畔
はん

の景
け し き

色やク

オードの森
もり

の自
し

然
ぜん

に癒
いや

されながら、交
こう

流
りゅう

を楽
たの

しんだ一
いち

日
にち

でした。御
ご

参
さん

加
か

下
くだ

さった

皆
みな

様
さま

有
ありがと

難うございました。

ベトナムベトナム旅旅
た びた び

 －  － 愛愛
あ いあ い

をつなぐをつなぐ旅旅
た びた び

2023・５2023・５月月
が つが つ

バスバス研研
け んけ ん

修修
しゅうしゅう

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

部
ぶ

会
かい

　2024・3・242024・3・24

市
い ち

原
は ら

中
ち ゅ う

央
お う

ロータリークラブと共
と も

に　タティトゥ・ハン
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　第
だい

９回
かい

目
め

となるIIA総
そう

務
む

部
ぶ

会
かい

のやさし

い国
こく

際
さい

理
り

解
かい

セミナーは、講
こう

師
し

に市
し

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の清
し

水
みず

イリーナ氏
し

を迎
むか

えて市
し

民
みん

会
かい

館
かん

会
かい

議
ぎ

室
しつ

１・２に於
お

いて約
やく

60名
めい

が参
さん

加
か

して午
ご

後
ご

１時
じ

半
はん

～３時
じ

半
はん

の間
あいだ

開
かい

催
さい

された。

　清
し

水
みず

イリーナ氏
し

はウクライナの首
しゅ

都
と

キーウ東
ひがし

隣
どなり

ドニプロ川
がわ

対
たい

岸
がん

ボルタヴァ州
しゅう

生
う

まれ、キーウ大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

編
へん

集
しゅう

者
しゃ

として就
しゅう

職
しょく

、2022年
ねん

難
なん

民
みん

として来
らい

日
にち

し

市
いち

原
はら

市
し

在
ざい

住
じゅう

、現
げん

在
ざい

日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

にて勉
べん

強
きょう

中
ちゅう

、現
げん

在
ざい

のグレードはN３とのこと（N

１～N５の等
とう

級
きゅう

がある）ウクライナは面
めん

積
せき

約
やく

60万
まん

㎡人
じん

口
こう

4400万
まん

人
にん

、国
こく

土
ど

の平
へい

均
きん

標
ひょう

高
こう

170ｍと平
へい

坦
たん

で肥
ひ

沃
よく

な国
こく

土
ど

を有
ゆう

するが

2061ｍの最
さい

高
こう

峰
ほう

もある。主
しゅ

要
よう

河
か

川
せん

のドニ

プロ川
がわ

は全
ぜん

長
ちょう

2200ｍでヨーロッパ第
だい

３の

大
たい

河
が

。

　イリーナさんは当
とう

日
じつ

日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

され、

用
よう

意
い

して頂
いただ

いたパワーポイントも日
に

本
ほん

語
ご

で作
さく

成
せい

、67スライドもの大
たい

作
さく

であった。

＜ウクライナの歴
れき

史
し

・自
し

然
ぜん

・国
こく

土
ど

＞

　最
さい

初
しょ

はウクライナの歴
れき

史
し

、自
し

然
ぜん

、国
こく

土
ど

について説
せつ

明
めい

。キーウに立
りっ

派
ぱ

なカテドラ

ルや城
しろ

が建
けん

設
せつ

されたAD千
せん

年
ねん

頃
ごろ

、モスク

ワはまだ深
ふか

い森
もり

だった。ウクライナの国
こっ

旗
き

の青
あお

は空
そら

を黄
き

色
いろ

は小
こ

麦
むぎ

畑
ばたけ

を表
あらわ

してい

る。野
や

菜
さい

がたっぷり入
はい

ったビーツの根
ね

の

スープのボルシチはウクライナの伝
でん

統
とう

食
しょく

。

（ロシア発
はっ

祥
しょう

の料
りょう

理
り

ではない）ウクライ

ナの刺
し

繍
しゅう

文
もん

様
よう

は各
かく

州
しゅう

ごとに異
こと

なりそれぞ

れ特
とく

有
ゆう

の意
い

味
み

を表
あらわ

している。またヒマワ

リの種
たね

の世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

の生
せい

産
さん

国
こく

で、ウクライ

ナのあらゆる場
ば

所
しょ

でこの黄
き

色
いろ

い花
はな

の見
み

事
ごと

な畑
はたけ

を見
み

ることができる。

　更
さら

に小
こ

麦
むぎ

の栽
さい

培
ばい

に理
り

想
そう

的
てき

な条
じょう

件
けん

を備
そな

えており、穀
こく

物
もつ

の主
しゅ

要
よう

生
せい

産
さん

国
こく

であるた

め、「ヨーロッパの穀
こく

倉
そう

地
ち

帯
たい

」と呼
よ

ばれる。

ハチミツの供
きょう

給
きゅう

国
こく

としても世
せ

界
かい

第
だい

３位
い

で

ある。キーウの地
ち

下
か

鉄
てつ

アルセナル駅
えき

は世
せ

界
かい

で最
もっと

も深
ふか

い駅
えき

で、深
ふか

さ105mの地
ち

下
か

を

通
つう

過
か

します。国
こっ

会
かい

議
ぎ

事
じ

堂
どう

近
ちか

くの駅
えき

は1960

年
ねん

に建
けん

設
せつ

された最
さい

初
しょ

の駅
えき

の一
ひと

つです。世
せ

界
かい

で３番
ばん

目
め

に訪
ほう

問
もん

者
しゃ

の多
おお

いマクドナルド

は、キーウの鉄
てつ

道
どう

駅
えき

近
ちか

くにあります。世
せ

界
かい

で最
もっと

も有
ゆう

名
めい

なクリスマスキャロルの一
ひと

つはシチェドリクです。ウクライナの作
さっ

曲
きょく

家
か

ミコラ・レオントヴィチによって書
か

かれた民
みん

謡
よう

で、世
せ

界
かい

中
じゅう

で「キャロル・

オブ・ザ・ベル」として知
し

られている。

1934年
ねん

にパリで開
かい

催
さい

された言
げん

語
ご

の美
うつく

しさ

のコンテストでは、発
はつ

音
おん

、語
ご

彙
い

、語
ご

法
ほう

、

文
ぶん

構
こう

造
ぞう

などの基
き

準
じゅん

で、ウクライナ語
ご

はフ

ランス語
ご

、ペルシア語
ご

に次
つ

いで第
だい

３位
い

と

なりました。そして、メロディアスさの

点
てん

で、ウクライナ語
ご

はイタリア語
ご

に次
つ

い

で第
だい

２位
い

でした。カルパチア山
さん

脈
みゃく

の中
なか

に

位
い

置
ち

するウクライナの町
まち

ラキウは、公
こう

式
しき

にはヨーロッパの地
ち

理
り

的
てき

中
ちゅう

心
しん

とみなされ

ている。ウクライナ自
じ

体
たい

はヨーロッパ最
さい

大
だい

の国
こっ

家
か

であり、その領
りょう

土
ど

全
ぜん

体
たい

が地
ち

理
り

的
てき

にヨーロッパに位
い

置
ち

している。

＜ロシアとの確
かく

執
しつ

＞

　イリーナさんは続
つづ

いてロシアとの関
かん

係
けい

に触
ふ

れる。17世
せい

紀
き

からモスクワはウクラ

イナの土
と

地
ち

に侵
しん

攻
こう

し始
はじ

めた。1721年
ねん

、モ

スクワはキーウ大
たい

公
こう

国
こく

の遺
い

産
さん

を横
おう

領
りょう

し、

古
ふる

い歴
れき

史
し

を換
か

えようとして、自
みずか

ら

をロシア帝
てい

国
こく

と改
かい

名
めい

した。「長
ちょう

男
なん

はロシア人
じん

/モスクワ人
じん

、次
じ

男
なん

は

ウクライナ人
じん

とベラルーシ人
じん

」

の「兄
きょう

弟
だい

」と言
い

う物
もの

語
がたり

がロシア

によって作
つく

られた。そしてロシ

アから新
あら

たな敵
てき

がやって来
き

た。ロ

シアのボルシェビキ（1922年
ねん

から

ソ連
れん

として知
し

られる）の侵
しん

攻
こう

です。

2013年
ねん

大
だい

統
とう

領
りょう

が「欧
おう

州
しゅう

連
れん

合
ごう

との協
きょう

定
てい

」へ

の署
しょ

名
めい

を拒
きょ

否
ひ

したことにより、ウクライ

ナで革
かく

命
めい

（「尊
そん

厳
げん

革
かく

命
めい

」または「ユーロ

マイダン」）が起
お

きました。革
かく

命
めい

と政
せい

権
けん

交
こう

代
たい

により、2014年
ねん

ロシアはクリミア

を併
へい

合
ごう

し、ウクライナと戦
せん

争
そう

を始
はじ

めた。

2022年
ねん

２月
がつ

24日
か

-新
あら

たなエスカレーショ

ン。戦
せん

場
じょう

で勝
しょう

利
り

する能
のう

力
りょく

に欠
か

けているロ

シアのテロ国
こっ

家
か

は、ウクライナの都
と

市
し

や

重
じゅう

要
よう

なインフラに対
たい

する野
や

蛮
ばん

な砲
ほう

撃
げき

に

頼
たよ

っている。ほとんどのミサイル攻
こう

撃
げき

は

民
みん

間
かん

物
ぶっ

体
たい

を標
ひょう

的
てき

としている。ロシアのテ

ロリストは、我
わ

が国
くに

のエネルギーシステ

ムを破
は

壊
かい

することで、ウクライナに人
じん

道
どう

的
てき

大
だい

惨
さん

事
じ

と社
しゃ

会
かい

的
てき

混
こん

乱
らん

を引
ひ

き起
お

こし、経
けい

済
ざい

を破
は

壊
かい

し、都
と

市
し

の生
せい

命
めい

を奪
うば

おうとして

いる。私
わたし

たちは「我
わ

が国
くに

」の為
ため

に戦
たたか

う。

私
わたし

たちは愛
あい

する人
ひと

たちを守
まも

ります。私
わたし

た

ちは自
じ

由
ゆう

の為
ため

に戦
たたか

う。侵
しん

略
りゃく

者
しゃ

は抵
てい

抗
こう

がな

ければ土
と

地
ち

を次
つぎ

から次
つぎ

へ奪
うば

っていきます。

　このイリーナさんの語
かた

る厳
きび

しい戦
せん

争
そう

の

実
じっ

態
たい

に聴
ちょう

衆
しゅう

は言
こと

葉
ば

も無
な

く聞
き

き入
い

った。

　当
とう

日
じつ

ウクライナのイリーナさんの母
はは

上
うえ

とZOOMによる通
つう

信
しん

を予
よ

定
てい

していたが、

現
げん

地
ち

側
がわ

で通
つう

信
しん

状
じょう

況
きょう

が悪
わる

くZOOMに入
はい

れず、

用
よう

意
い

してくれていた映
えい

像
ぞう

をお見
み

せできな

かったのは残
ざん

念
ねん

だった。それでも電
でん

話
わ

で

現
げん

地
ち

と繋
つな

ぎ、様
よう

子
す

を垣
かい

間
ま

見
み

ることができ

たのは幸
さいわ

いだった。質
しつ

問
もん

セッションでは

質
しつ

問
もん

が途
と

切
ぎ

れることがなかった。　　　

　当
とう

日
じつ

ウクライナ支
し

援
えん

の物
ぶっ

品
ぴん

販
はん

売
ばい

が行
おこな

わ

れた。

空
そら

の青
あお

と小
こ

麦
むぎ

の黄
き

色
いろ

がウクライナの国
こっ

旗
き

やさしいやさしい国国
こ くこ く

際際
さ いさ い

理理
りり

解解
か いか い

セミナーセミナー
総総
そうそう

務務
むむ

部部
ぶぶ

会会
かいかい

　2024・2・17　2024・2・17
講講
こうこう

師師
しし

　　清清
しし

水水
みずみず

イリーナイリーナ氏氏
しし「私

わたし

の祖
そ

国
こく

ウクライナ」

州
しゅう

毎
ごと

に異
こと

なる刺
ししゅう

繍の文
もん

様
よう
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４，５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

全体事業 ４/20-30
NECTJ 交流プログラム
５/16（水） 総会
春季TOEIC講座

23（日） 
講演会

「日本は移民立国に
なれるか」
春季TOEIC講座

３日（土）
在住外国人児童・生
徒のためのサマース
クール　青少年会館

秋季TOEIC講座 ５，６
上総国府祭り
22,29（（日））
13（日）
国際交流フェスタ
秋季TOEIC講座

冬季TOEIC講座 冬季TOEIC講座

総務部会
部会長　伊東
☎ 090-6129-4900

IIAニュース第87号発行 IIAニュース第88号発行 「やさしい国際理解セミナー」 IIAニュース第89号発行

IIAニュース、・ホームページ編集、　国際交流センター管理業務：原則として毎週火曜日国際交流センターにて定例会議を　　行う　（HP編集会議は緊急性に応じて適宜開催する）

行事予定発行：２，３か月毎に必要に応じて実施、　４Qに実施される国際理解セミナーの検討：適宜検討会議を実施

ふれあいサロン部会
部会長　田中（幹）
☎ 24-7502

（通年）    
♦サロン未来's　辰巳：光の子幼稚園の一室　間崎　☎ 0438-63-1103　　８/24　BBQ大会　11/３　光の子幼稚園バザー　  エスニック料理出店　12/18　クリスマス会　１/８　新年会

♦アミーゴの会
（在住外国人児童生徒のための学習教室）　毎週（土）午前　五井公民館　田中　☎ 24-7502

♦情報サロン（ポルトガル語）　１）ポルトガル語通訳　２）ポルトガル語翻訳　３）日系ブラジル人の相談の受付　４）日系ブラジル同士の絆
を高めながら日本文化とのふれあい活動　ポルトガル語クラス　原則　毎週金曜　午後６時 ～ ８時　国分寺公民館　平出　☎ 66-5315

交流部会
部会長　彦坂
☎ 090-2741-4388

５/11（土）
チャレンジ韓国語

11,22（土）
チャレンジ韓国語

13（土）
チャレンジ韓国語

10,24（土）
チャレンジ韓国語

14,28（土）
チャレンジ韓国語
22（日）
もっと知りたい？
よその国・タイ
29（日）
防災バス研修

12,26（土）
チャレンジ韓国語

９（土）     
チャレンジ韓国語
10（日）
国際交流ひろば来て！
見て！話そう

８（日）
仮称　みんなのひろば
14（土）
チャレンジ韓国語
22（日）
ウクライナの
クリスマス料理

10,24（土） 
チャレンジ韓国語

防犯教室
14,18（土）
チャレンジ韓国語

姉妹都市部会
部会長　須貝
☎ 080-1178-5922

４/22 ～ 24
NECTJ（米国北東部日本語
教師会）学生交流プログラ
ム受入時の支援

９/７
善意通訳セミナー

（座学研修）
９/14
同（現地研修）

モビール国際交流協
会MISCAとインター
ネット（ZOOM）交流

日本語教室部会
部会長　小久保
☎ 74-8056,
　 080-2556-7317

（通年）
♦五井教室　　　　毎週（木）10：00 ～ 12：00　　五井会館　　　高梨　　☎ 24-3032　　木畑　☎ 090-2114-2590
♦ラベンダー教室　毎週（金）10：00 ～ 12：00　　青少年開館　　小久保）☎ 080-2556-7317
♦姉崎教室　　　　毎週（月）09：30 ～ 11：30　　姉崎公民館　　小久保　☎ 080-2556-7317
♦南総教室　　　　毎週（日）13：00 ～ 15：00　　南総公民館　　中田　　☎ 090-2560-9967　    
♦白金子ども日本語教室　毎週（金）14：30 ～ 16：00　白金小学校　行方　☎ 090-2653-9309
　（白金小が特別日課の日は時間変更あり）　　（小学生対象・幼児や中学生も可）

♦八幡教室・午前教室　毎週（日）10：00 ～ 12：00　　青少年会館　　杉山　☎ 36-6825
　　　　　　午後教室　毎週（日）13：00 ～ 15：00　　青少年会館　　杉山　☎ 36-6825
　　　　　　夜教室　　毎週（水）18：30 ～ 20：30　　青少年会館　　櫻井　☎ 090-3812-4424
♦辰巳台教室　　　　　毎週（土）18：30 ～ 20：30　　辰巳台公民館　松永　☎ 090-8477-7747

学年はじめ休み
４/１ ～ ７　
白金子ども教室
白金子ども教室開始　
４/26（金） ～ 

第１回日本語教室部
会会議
26（水）
14：00 ～ 16：00 

（五井公民館研修室１）

（夏休み）
８/１（木） ～ ８/29（木）　五井教室
７/20（土） ～ ９/１（日）　白金子ども日本語教室             
＊上記以外は夏休みなし
８/３（土）　サマースクール青少年会館

第２回日本語教室部
会会議
23（水）
14：00 ～ 16：00

（五井公民館研修室１）
秋休み
10/11（金） ～ 15（火）
白金子ども教室

12/９（月）姉崎教室　生け花教室
12/26（木）五井教室　年末パーティ
12/25（水）八幡水曜夜教室　ティーパーティ

（冬休み）
12/25 ～ １/５　白金子ども教室
12/26 ～ １/２　五井教室
12/８（日）バス研修

第３回日本語教室部会
会議
２/26（水）
14：00 ～ 16：00

（五井公民館研修室１）

（春休み）
25（火） ～ 白金子ども教室
27（木） ～ 五井教室

団　　　　　体　　　　　会　　　　　員 団　　　　　体　　　　　会　　　　　員

（公財）市原市スポーツ協会
理事長　松本　　☎ 42-7712（斎藤）

市原ライオンズクラブ
会長　渡邊　☎ 98-5611（山口）
＊７月東洋東南アジア大会
＊通年　アリオ市原店献血運動

市原ロータリークラブ
☎ 0438-60-1336（リプラス内）

市原中央ロータリークラブ
☎ 37-2545

（株）VONDS　市原
☎ 75-2015

賛　　　　　助　　　　　会　　　　　員 賛　　　　　助　　　　　会　　　　　員

・市原市小学校長会　・市原市立八幡中学校PTA　・市原市立京葉小学校PTA　・市原市立五井小学校PTA
・市原市立白金小学校PTA

・（医社）大倉会　・（医）鎗田病院　・市原商工会議所　・丸善石油化学（株）千葉工場　・（株）開運　・ツルヤマテクノス（株）
・蔭山義人（珈琲カーメル）　・JA市原　・小湊鐵道（株）　・アヅマホーディングス（株）　・（株）昇和建設　
・宮地エンジニアリング（株）千葉工場

  2024年度　年　間　活　動　予　定　表
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４，５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

全体事業 ４/20-30
NECTJ 交流プログラム
５/16（水） 総会
春季TOEIC講座

23（日） 
講演会

「日本は移民立国に
なれるか」
春季TOEIC講座

３日（土）
在住外国人児童・生
徒のためのサマース
クール　青少年会館

秋季TOEIC講座 ５，６
上総国府祭り
22,29（（日））
13（日）
国際交流フェスタ
秋季TOEIC講座

冬季TOEIC講座 冬季TOEIC講座

総務部会
部会長　伊東
☎ 090-6129-4900

IIAニュース第87号発行 IIAニュース第88号発行 「やさしい国際理解セミナー」 IIAニュース第89号発行

IIAニュース、・ホームページ編集、　国際交流センター管理業務：原則として毎週火曜日国際交流センターにて定例会議を　　行う　（HP編集会議は緊急性に応じて適宜開催する）

行事予定発行：２，３か月毎に必要に応じて実施、　４Qに実施される国際理解セミナーの検討：適宜検討会議を実施

ふれあいサロン部会
部会長　田中（幹）
☎ 24-7502

（通年）    
♦サロン未来's　辰巳：光の子幼稚園の一室　間崎　☎ 0438-63-1103　　８/24　BBQ大会　11/３　光の子幼稚園バザー　  エスニック料理出店　12/18　クリスマス会　１/８　新年会

♦アミーゴの会
（在住外国人児童生徒のための学習教室）　毎週（土）午前　五井公民館　田中　☎ 24-7502

♦情報サロン（ポルトガル語）　１）ポルトガル語通訳　２）ポルトガル語翻訳　３）日系ブラジル人の相談の受付　４）日系ブラジル同士の絆
を高めながら日本文化とのふれあい活動　ポルトガル語クラス　原則　毎週金曜　午後６時 ～ ８時　国分寺公民館　平出　☎ 66-5315

交流部会
部会長　彦坂
☎ 090-2741-4388

５/11（土）
チャレンジ韓国語

11,22（土）
チャレンジ韓国語

13（土）
チャレンジ韓国語

10,24（土）
チャレンジ韓国語

14,28（土）
チャレンジ韓国語
22（日）
もっと知りたい？
よその国・タイ
29（日）
防災バス研修

12,26（土）
チャレンジ韓国語

９（土）     
チャレンジ韓国語
10（日）
国際交流ひろば来て！
見て！話そう

８（日）
仮称　みんなのひろば
14（土）
チャレンジ韓国語
22（日）
ウクライナの
クリスマス料理

10,24（土） 
チャレンジ韓国語

防犯教室
14,18（土）
チャレンジ韓国語

姉妹都市部会
部会長　須貝
☎ 080-1178-5922

４/22 ～ 24
NECTJ（米国北東部日本語
教師会）学生交流プログラ
ム受入時の支援

９/７
善意通訳セミナー

（座学研修）
９/14
同（現地研修）

モビール国際交流協
会MISCAとインター
ネット（ZOOM）交流

日本語教室部会
部会長　小久保
☎ 74-8056,
　 080-2556-7317

（通年）
♦五井教室　　　　毎週（木）10：00 ～ 12：00　　五井会館　　　高梨　　☎ 24-3032　　木畑　☎ 090-2114-2590
♦ラベンダー教室　毎週（金）10：00 ～ 12：00　　青少年開館　　小久保）☎ 080-2556-7317
♦姉崎教室　　　　毎週（月）09：30 ～ 11：30　　姉崎公民館　　小久保　☎ 080-2556-7317
♦南総教室　　　　毎週（日）13：00 ～ 15：00　　南総公民館　　中田　　☎ 090-2560-9967　    
♦白金子ども日本語教室　毎週（金）14：30 ～ 16：00　白金小学校　行方　☎ 090-2653-9309
　（白金小が特別日課の日は時間変更あり）　　（小学生対象・幼児や中学生も可）

♦八幡教室・午前教室　毎週（日）10：00 ～ 12：00　　青少年会館　　杉山　☎ 36-6825
　　　　　　午後教室　毎週（日）13：00 ～ 15：00　　青少年会館　　杉山　☎ 36-6825
　　　　　　夜教室　　毎週（水）18：30 ～ 20：30　　青少年会館　　櫻井　☎ 090-3812-4424
♦辰巳台教室　　　　　毎週（土）18：30 ～ 20：30　　辰巳台公民館　松永　☎ 090-8477-7747

学年はじめ休み
４/１ ～ ７　
白金子ども教室
白金子ども教室開始　
４/26（金） ～ 

第１回日本語教室部
会会議
26（水）
14：00 ～ 16：00 

（五井公民館研修室１）

（夏休み）
８/１（木） ～ ８/29（木）　五井教室
７/20（土） ～ ９/１（日）　白金子ども日本語教室             
＊上記以外は夏休みなし
８/３（土）　サマースクール青少年会館

第２回日本語教室部
会会議
23（水）
14：00 ～ 16：00

（五井公民館研修室１）
秋休み
10/11（金） ～ 15（火）
白金子ども教室

12/９（月）姉崎教室　生け花教室
12/26（木）五井教室　年末パーティ
12/25（水）八幡水曜夜教室　ティーパーティ

（冬休み）
12/25 ～ １/５　白金子ども教室
12/26 ～ １/２　五井教室
12/８（日）バス研修

第３回日本語教室部会
会議
２/26（水）
14：00 ～ 16：00

（五井公民館研修室１）

（春休み）
25（火） ～ 白金子ども教室
27（木） ～ 五井教室

団　　　　　体　　　　　会　　　　　員 団　　　　　体　　　　　会　　　　　員

（公財）市原市スポーツ協会
理事長　松本　　☎ 42-7712（斎藤）

市原ライオンズクラブ
会長　渡邊　☎ 98-5611（山口）
＊７月東洋東南アジア大会
＊通年　アリオ市原店献血運動

市原ロータリークラブ
☎ 0438-60-1336（リプラス内）

市原中央ロータリークラブ
☎ 37-2545

（株）VONDS　市原
☎ 75-2015

賛　　　　　助　　　　　会　　　　　員 賛　　　　　助　　　　　会　　　　　員

・市原市小学校長会　・市原市立八幡中学校PTA　・市原市立京葉小学校PTA　・市原市立五井小学校PTA
・市原市立白金小学校PTA

・（医社）大倉会　・（医）鎗田病院　・市原商工会議所　・丸善石油化学（株）千葉工場　・（株）開運　・ツルヤマテクノス（株）
・蔭山義人（珈琲カーメル）　・JA市原　・小湊鐵道（株）　・アヅマホーディングス（株）　・（株）昇和建設　
・宮地エンジニアリング（株）千葉工場

詳細は担当にお問い合わせください。
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しゅ

要
よう

な対
たい

策
さく

では無
な

いが

大
おお

きな柱
はしら

の一
ひと

つであり、その為
ため

の努
どりょく

力も

疎
おろそ

かにすべきでない。現
げん

在
ざい

の28万
まん

人
にん

から

300万
まん

人
にん

程
てい

度
ど

には持
も

っていくべきであろ

う。ハーバード大
だい

学
がく

のジョセフ・ナイ教
きょう

授
じゅ

も均
きん

衡
こう

縮
しゅく

小
しょう

の清
せい

貧
ひん

国
こっ

家
か

はやめた方
ほう

がい

い、国
くに

の成
せい

長
ちょう

が止
と

まると、国
こく

民
みん

の活
かつ

力
りょく

が

失
うしな

われる。そのために①移
い

民
みん

受
う

け入
い

れ②

テクノロジー活
かつ

用
よう

③人
じん

的
てき

資
し

源
げん

開
かい

発
はつ

が必
ひつ

要
よう

であると述
の

べている。その為
ため

には、外
がい

国
こく

人
じん

が住
す

みやすい環
かん

境
きょう

を政
せい

治
じ

・経
けい

済
ざい

・社
しゃ

会
かい

で作
つく

る▼移
い

民
みん

政
せい

策
さく

に積
せっ

極
きょく

的
てき

で理
り

解
かい

がある

政
せい

治
じ

家
か

を選
せん

挙
きょ

で選
えら

ぶ▼そういう企
き

業
ぎょう

を応
おう

援
えん

するといった努
ど

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

である。更
さら

に

在
ざい

留
りゅう

の人
ひと

を守
まも

る法
ほう

律
りつ

整
せい

備
び

を、例
たと

えば、ヘ

イトスピーチの被
ひ

害
がい

者
しゃ

を救
きゅう

済
さい

する人
じん

権
けん

保
ほ

障
しょう

・差
さ

別
べつ

禁
きん

止
し

法
ほう

の制
せい

定
てい

推
すい

進
しん

などが必
ひつ

要
よう

と

なる。外
がい

国
こく

人
じん

受
うけ

入
い

れに関
かん

し昨
さく

年
ねん

、今
こ

年
とし

と

２つの法
ほう

律
りつ

が成
せい

立
りつ

したが、まだまだ問
もん

題
だい

山
さん

積
せき

で改
かい

善
ぜん

すべきである。①改
かい

正
せい

出
しゅつ

入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

法
ほう

が６月
がつ

10日
か

施
せ

行
こう

②技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

制
せい

度
ど

→

育
いく

成
せい

就
しゅう

労
ろう

へ出
しゅつ

入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

及
およ

び難
なん

民
みん

認
にん

定
てい

法
ほう

及
およ

び外
がい

国
こく

人
じん

の技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

の適
てき

正
せい

な実
じっ

施
し

及
およ

び技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

生
せい

の保
ほ

護
ご

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

の一
いち

部
ぶ

を改
かい

正
せい

する法
ほう

律
りつ

が６月
がつ

14日
か

成
せい

立
りつ

（2027年
ねん

施
せ

行
こう

）。

　いずれにしても、いきなりの「移
い

民
みん

大
たい

国
こく

」は無
む

理
り

というもの。「移
い

民
みん

中
ちゅう

国
こく

」を

目
め

指
ざ

して、外
がい

国
こく

人
じん

にとっての環
かん

境
きょう

を良
よ

く

していく地
じ

道
みち

な努
ど

力
りょく

が重
じゅう

要
よう

との結
けつ

語
ご

で

あった。

　昨
さく

年
ねん

から始
はじ

めた、交
こう

流
りゅう

部
ぶ

会
かい

のインター

ナショナルフレンドシップクラブのチャ

レンジ韓
かん

国
こく

語
ご

｢挨
あい

拶
さつ

からはじめよう｣ が、

続
つづ

けてやりたいという受
じゅ

講
こう

者
しゃ

の希
き

望
ぼう

と先
せん

生
せい

のご協
きょう

力
りょく

もあり、今
こん

年
ねん

度
ど

は ｢ステップ

２｣ と ｢挨
あい

拶
さつ

から始
はじ

めよう｣ の２クラス

を設
もう

けた。募
ぼ

集
しゅう

は ｢挨
あい

拶
さつ

から始
はじ

めよう｣

だけでしたが、中
なか

には上
じょう

級
きゅう

者
しゃ

もおられ、

急
きゅう

きょクラス替
が

えをした。

　食
しょく

、文
ぶん

化
か

、歴
れき

史
し

、推
お

し活
かつ

等
とう

、学
まな

ぶ目
もく

的
てき

意
い

識
しき

は違
ちが

っても皆
みんな

楽
たの

しみながら出
しゅっ

席
せき

され、

新
しん

年
ねん

度
ど

が始
はじ

まった。

IIAIIA講講
こ うこ う

演演
え んえ ん

会会
か いか い

チャレンジ韓
か ん

国
こ く

語
ご

「ステップ２」と ｢挨
あ い

拶
さ つ

から始
は じ

めよう｣

2024・6・232024・6・23
講講
こうこう

師師
しし

　　重重
しげしげ

田田
たた

　　育育
いくいく

哉哉
やや

氏氏
しし

IIA総
そう

会
かい

開
かい

催
さい

　2024・5・16

　今
こん

年
ねん

度
ど

のIIA総
そう

会
かい

は５月
がつ

16日
にち

に国
こく

分
ぶん

寺
じ

公
こう

民
みん

館
かん

で開
かい

催
さい

され全
すべ

ての議
ぎ

案
あん

が執
しっ

行
こう

部
ぶ

提
てい

案
あん

通
どお

り採
さい

択
たく

され新
しん

年
ねん

度
ど

が始
はじ

まった。

　議
ぎ

案
あん

書
しょ

はIIAのホームページに掲
けい

載
さい

されています。ご興
きょう

味
み

のある方
かた

はご覧
らん

ください。IIAの年
ねん

間
かん

予
よ

定
てい

等
とう

詳
しょう

細
さい

に記
き

載
さい

されています。

「日
に

本
ほん

は移
い

民
みん

立
りっ

国
こく

になれるか」

第87号　6P

  会
かい

員
いん

募
ぼ

集
しゅう

中
ちゅう

　市
いち

原
はら

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

はいつでも誰
だれ

でも入
はい

れます  


